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網膜桿体視細胞の光-電位変換機構モデルの構築






















本研究では，Dell’Orco ら [1] の外節モデルに Kamiyama ら
[2]のモデルの内節部を統合することで，生物物理学的特性を考





Dell'Orco et al. Kamiyama et al.
Outer segment Inner segment
図 1 本研究で構築した数理モデルの概略
2.1 外節モデル




















た．また，Ca2+ 依存性イオン電流は，Ca2+ 濃度 (c)の変化に
伴い，IK(Ca)(g)，ICl(Ca)(h)ともに不活性化するという特徴も確
認できた．
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